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１． 本課題の研究の背景、目的、関係するプロジェク

トとの関係 

 多細胞生物の形態形成はこれを構成してい

る細胞の振舞いによってなされる。細胞の振舞

いを数理的に記述する方法があれば、数理によ

り形態形成を理解することができる。 

 そこで、組織を構成する細胞を多角形・多面

体と考えて、すべての多角形・多面体の頂点の

動きを記述する運動方程式をつくっている。こ

れにより細胞の振る舞いが数理的に表せる。こ

の運動方程式を数値計算で解くには大きな計

算が必要だが、これができるとこれまでにない

アプローチで形態形成を研究することができ

る。 

２． 具体的な利用内容、計算方法 

物理学で Vertex dynamics とよばれる微分方程

式を多細胞系に応用した。この運動方程式の解を

得るプログラムを Fortran 言語でつくり、ricc シ

ステムのバッチジョブによって計算する。 

３． 結果 

 前回に引き続き 3D-vertex model を使って細

胞のインターカレーションのシミュレーション

を行った。多面体の多角形のうち水平方向の面に

強い収縮を仮定すると、多面体細胞の塊は垂直方

向に伸展することを確かめた。 

 また昨年から作成している 3D-vertex 曲面モ

デルがうまく作動はじめ、管腔のねじれについて

のシミュレーションを進めている。 

４． まとめ 

 3D-vertex 細胞モデルとして、細胞を多面体と

してあつかう方法の他に細胞を多角形としてあ

つかう方法が働き出した。目的に応じて適切に使

い分けられるようになった。 

５． 今後の計画・展望 

 細胞に極性を考え、この極性に従って個々の細

胞の anisotropic な変形と分裂を扱えるようにな

る。これを使って組織のねじれ変形を扱う。 
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